
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

西
海
岸
公
園
の
さ
ら
な
る
活
用
と

　

新
潟
市
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
に
つ
い
て

内
山　

航
（
翔
政
会
）

　
　

西
海
岸
公
園
の
活
用
に
は
、
例
え

ば
、
管
理
費
の
一
部
を
民
間
に
担
っ
て

も
ら
う
手
法
も
あ
る
。
秋
葉
公
園
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
Ａ
ｋ
ｉ
ｈ
ａ
マ
ウ
ン

テ
ン
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
も
面
白
い
し
、

保
安
林
は
下
草
を
き
れ
い
に
す
る
と
子

ど
も
た
ち
の
秘
密
基
地
に
な
る
。
西
海

岸
公
園
に
可
能
性
を
見
出
せ
な
い
か
。西海岸公園（中央区）

　
　

子
ど
も
た
ち
が
遊
び
の
可
能
性
を

最
大
限
に
生
か
せ
る
空
間
創
出
は
魅
力

的
で
あ
り
、
環
境
整
備
や
安
全
性
の
確

保
な
ど
で
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

公
園
利
用
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

５
月
30
日
に
市
長
を
本
部
長
と
す

る
「
新
潟
市
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
本
部
」

が
設
置
さ
れ
た
。
地
域
経
済
・
産
業
活

性
化
の
観
点
も
含
む
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
戦

略
」
の
改
定
に
当
た
り
、
十
分
な
組
織

と
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

改
定
に
お
い
て
は
、
組
織
横
断
的

な
構
成
の
本
部
会
議
の
他
、
民
間
か
ら

の
意
見
も
い
た
だ
き
、
本
市
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
方
針
を
検
討
す
る
。

本
市
の
拠
点
づ
く
り
と

　

鳥
屋
野
潟
南
部
の
防
災
機
能

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

本
市
は
政
令
市
移
行
後
の
15
年
間
、

回
覧
板
機
能
が
あ
る
ア
プ
リ
の
導
入
促

進
の
た
め
、
町
内
会
へ
の
補
助
金
を
拡

充
し
た
。
本
市
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

は
有
効
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

情
報
伝
達
の
即
時
性
と
負
担
軽
減

で
有
効
な
方
法
と
考
え
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
持
た
な
い
方
は
情
報
を
受
け

取
り
に
く
い
。
自
治
会
運
営
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
調
査
、
研
究
に
取
り
組
む
。

　
　

災
害
時
の
避
難
所
生
活
で
は
、
ト

イ
レ
が
不
衛
生
で
あ
る
こ
と
で
不
快
な

思
い
か
ら
使
用
を
た
め
ら
い
、
水
分
摂

取
を
控
え
て
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
生
じ
る
な
ど
の
ト
イ
レ
問
題
が

起
こ
る
。
本
市
に
お
け
る
災
害
時
の
ト

イ
レ
の
確
保
・
管
理
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
災
害

用
ト
イ
レ
の
必
要
数
を
確
保
し
て
い
る

が
、
県
が
新
た
な
地
震
被
害
想
定
を
公

表
し
た
た
め
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

マンホールを使ったトイレ

山
の
下
埠ふ

頭と
う

周
辺
の
活
性
化
と

　

東
区
役
所
未
利
用
ス
ペ
ー
ス
の
今
後
の
活
用

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

　
　

山
の
下
埠
頭
に
大
型
フ
ェ
リ
ー
が

停
泊
し
て
い
る
姿
は
圧
巻
だ
が
、
埠
頭

周
辺
は
閑
散
と
し
、
本
市
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
活
用
で
き

て
い
な
い
。
ま
ず
は
本
市
が
で
き
る
こ

と
か
ら
埠
頭
周
辺
の
活
性
化
の
施
策
を

行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

埠
頭
周
辺
に
は
山
の
下
地
区
の
魅

力
を
発
信
す
る
施
設
も
多
い
。
特
色
あ

●マイナ保険証
　マイナンバー
カードの保険証利
用のこと。国は、
保険医療機関・薬
局に令和５年４月
から導入を原則と
して義務付けると
しており、現在、
関係機関において
準備が進められて
いる。

　
　

前
立
腺
が
ん
は
手
術
の
後
遺
症
で

頻
尿
や
尿
漏
れ
の
症
状
が
起
こ
る
た
め
、

尿
パ
ッ
ド
を
利
用
す
る
方
が
少
な
く
な

い
が
、
外
出
先
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
は

使
用
済
み
パ
ッ
ド
を
捨
て
る
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

市
関
連
施
設
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

設
置
の
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
公
共
施
設
の
設
置
状
況

を
確
認
し
市
民
の
利
用
頻
度
が
高
い
施

設
か
ら
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

秋
葉
区
に
お
け
る
原
油
湧
出
対
策
と

　

無
戸
籍
問
題
の
解
決

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

　
　

秋
葉
区
内
で
原
油
の
湧
出
が
続
い

て
お
り
、
湧
出
箇
所
や
流
出
現
場
で
回

収
や
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
何
年

で
決
着
で
き
る
か
今
は
誰
に
も
分
か
ら

な
い
状
況
だ
。
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画

で
坑こ

う

井せ
い

封
鎖
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
予
定
な
の
か
伺
う
。

　
　

昨
年
度
は
国
の
支
援
で
抗
井
の
状

況
確
認
調
査
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
地

層
調
査
を
行
い
、
令
和
５
年
度
に
専
門

家
な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

令
和
６
年
度
に
抗
井
封
鎖
予
定
で
あ
る
。

　
　

民
間
支
援
団
体
に
よ
れ
ば
、
無
戸

籍
者
は
全
国
で
１
万
人
ほ
ど
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
無
戸
籍
で
あ
る
場
合
、
身

元
証
明
が
で
き
ず
、
社
会
生
活
上
で
多

く
の
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る
よ
う

だ
が
、
無
戸
籍
と
な
る
理
由
と
、
そ
の

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

民
法
の
嫡
出
推
定
の
影
響
や
出
生

総
合
計
画
に
お
い
て
新
幹
線
、
空
港
、

港
、
高
速
道
路
な
ど
地
の
利
を
生
か
し

た
拠
点
づ
く
り
を
掲
げ
て
き
た
が
、
具

体
的
な
進
展
が
見
え
な
い
。
新
し
い
拠

点
づ
く
り
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　

新
潟
駅
周
辺
整
備
事
業
な
ど
の
拠

点
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
他
、
羽
越
本
線
の
高
速
化
や
港

の
整
備
な
ど
の
人
流
・
物
流
網
整
備
を

関
係
自
治
体
と
連
携
し
要
望
し
て
い
る
。

さらなる拠点化に向けて整備が進むJR新潟駅
　

　

市
長
は
鳥
屋
野
潟
南
部
を
防
災
拠

点
と
し
て
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

の
大
災
害
時
に
避
難
者
の
受
け
入
れ
先

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
公
約
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
商
業
地
と
住
宅
地
を

開
発
す
る
具
体
的
な
話
が
進
ん
で
い
る
。

な
ぜ
公
約
を
変
更
し
た
の
か
。

　
　

倉
庫
型
集
客
施
設
や
物
流
施
設
な

ど
を
中
心
と
し
た
開
発
計
画
の
検
討
が

進
む
こ
と
で
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

自
治
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
と

　

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
確
保

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

自
治
会
・
町
内
会
活
動
の
負
担
軽

減
に
向
け
、
総
務
省
で
は
活
動
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
着
目
し
、
金
沢
市
で
は
電
子

る
区
づ
く
り
事
業
の
中
で
地
域
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
地
区
全
体
の
に
ぎ
わ

い
創
出
と
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

東
区
役
所
庁
舎
は
、
旧
大
型
商
業

施
設
と
い
う
経
緯
か
ら
、
広
い
間
取
り

が
あ
り
、
多
く
の
区
民
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
各
フ
ロ
ア
と
も
有
効
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
３
階
の
広
い
未
利
用
ス

ペ
ー
ス
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

旧大型商業施設を活用した東区役所

　
　

「
東
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
で
区

役
所
を
「
ま
ん
な
か
拠
点
」
と
位
置
付

け
、
３
階
未
利
用
ス
ペ
ー
ス
の
民
間
活

用
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
強
制
と

　

男
性
用
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

年
度
内
取
得
と
健
康
保
険
証
と
の
ひ
も

付
け
を
推
進
し
、
保
険
証
の
原
則
廃
止

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
国
民
健
康
保

険
証
の
切
り
替
え
は
任
意
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
従
来
の
保
険
証
も
選
択
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

国
は
保
険
証
の
原
則
廃
止
を
目
指

す
と
し
て
い
る
が
、
加
入
者
か
ら
申
請

が
あ
れ
ば
保
険
証
は
交
付
さ
れ
る
と
し

て
お
り
、
本
市
も
当
面
の
間
、
従
来
の

保
険
証
の
交
付
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

届
の
未
提
出
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
、

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
一
部
制
約
が
生

じ
る
が
、
市
内
に
該
当
者
は
い
な
い
。

●無戸籍問題
　戸籍がない状態を無戸籍という。
　民法の規定により、離婚後300日
以内に生まれた子は前夫の子と推定
されることを避けるためや、前夫に
子の存在を知られたくないなどの理
由から、出生届を提出せずに無戸籍
となる場合が多い。戸籍がない人に
は、住民票、パスポート、健康保険
証の作成、親族関係の証明などに制
約が生じる。

周
辺
区
域
の
公
共
交
通
と

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
の
建
設

竹
内　

功

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

　
　

周
辺
部
ほ
ど
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
周
辺
部
に
こ
そ
公
共
交
通
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
は
不
採
算

路
線
へ
の
補
助
や
生
活
交
通
の
社
会
実

験
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
既
存
の
バ

ス
交
通
の
他
に
新
た
な
公
共
交
通
な
ど

が
導
入
さ
れ
な
い
と
買
い
物
難
民
や
病

院
難
民
と
呼
ば
れ
る
交
通
弱
者
問
題
は

解
決
で
き
な
い
。
人
口
が
少
な
く
公
共

交
通
の
乏
し
い
周
辺
部
の
公
共
交
通
の

在
り
方
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
郊
外
部
に

お
い
て
も
持
続
可
能
な
公
共
交
通
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
な
ど
も
含

め
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
が
西
蒲
区
福
井

地
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

地
元
自
治
会
へ
の
説
明
の
経
緯
を
伺
う
。

　
　

昨
年
12
月
か
ら
地
域
の
関
係
者 

へ
説
明
を
行
い
、
本
年
２
月
に
福
井
地

区
の
自
治
会
か
ら
合
意
を
い
た
だ
い
た
。

にいがた市議会だより3 令和４年（2022年）８月７日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


